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まちづくりと市民のキャリアデザイン（１）
～ＮＰＯ法人野田文化広場メンバーの場合～

法政大学キャリアデザイン学部助教授金山 宮 昭

はじめに

１．野田の「まちづくり」活動史

２．ＮＰＯ法人野田文化広場の設立理由

３．ＮＰＯ法人野田文化広場の発足と活動

４．メンバーの意識調査

５．結語

はじめに

「まちづくり」という言葉は、官庁が都市計画、都市開発、総合計画など

｢役所言葉」を住民に分かりやすく伝えるために、先進的な自治体で使い出し

たとされる(1)。しかし、現在、「まちづくり」とは、単に都市のインフラ整備

ではなく、「まち」に暮らす人たちが活力をもち、生活を向上させていくため

に、市民が「まち」を継続的に変化・発展させていくことをさす。それは市民

主体の立場であり、大事な点は、なによりも継続的な行為である。「まち」は、

人びとが意識を共有しながら共存的に生活をするある空間的な一定の領域とい

える。

「まち」は、自治体を単位にする場合、さらに自治体内でも「昭和の大合併」

以前の旧町村単位や、さらに大字や小字単位のように町内会などの地区単位を

さすこともある。あるいは欧米などの都市のように一つの都市に民族（エス

ニック）単位ごとにコミュニティを形成している場合もある。ここでは、千葉

県野田市内の|日野田町(2)を「まち」と想定する。
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私はメンバーの一員として、千葉県野lI1Tl7の|日野田町地区の活性化を図るた

めに、市民団体の「野田文化広場」を2005年１月に設立して活動を始めた。同

年５月にＮＰＯ法人となる。本稿の問題提起は、本会に参加するメンバーは、

その活動を通してどのように個人の行き方を変化・発展させているのか、すな

わち自らのキャリアデザインにどのような影響を及ぼしているのかということ

である。それを理解するために、ＮＰＯ法人を運営する当事者（実行者）の立

場から、その運営や活動を通じて、メンバーに対するアンケート調査などを用

いて考察する。

１．野田の「まちづくり」活動史

まず、現代の「まちづくり」活動に入る前に、｜日野田町の「まちづくり」活

動史（昭和20年代～30年代前半）にふれておきたい。

野田町は近世・近代に醤油産業の都市として繁栄した。1917年（大正６）に

江戸時代に創業した醸造家８家が合併して野田醤油株式会社（以後、野田醤油

と略す）を設立して、国内最大の醤油企業となった。大正末期から昭和初年に

は、企業による都市整備が行われた。野田商誘銀行、野田人車鉄道、軽便鉄道、

野田病院、学校、水道設備などが野111醤1111や経営者たちによって設立されるな

ど、野田醤油が都市整備の主導的な役割を果たした。当時の町民は16,000～

7.000人、職業人口は約6,000人のうち、約６割が醤油産業の傘下に従事する者

や、運送業者や製樽業者であった。また、各種施設の建設にともない人材を外

部から招聰した。医師、技術者、教育者などのエリートが野田に移り住むよう

にもなった。

終戦直後の野田町には、３０余りの文化団体が、文学（小説・詩・俳句・短

歌・書など)、邦楽、囲碁、美術などの趣味や教養をはかる活動をしていた。

戦中からこうした団体が発足した背蛾には、「まち」が戦災にあわずに、醤油

産業がもたらす経済力によるところが大きかった。文化団体を支える存在とし

て、野田醤油の創業者一族が、社会事業を目的にして設立した財団法人興風会

の興風図書館があった。1943年（昭和18）に函館市立図書館から招聰されて来

野した佐藤真は主任として、図潜館を地方文化の拠点として位置づけて、読書

以外にも、講演会、文化団体の育成、各種文化団体との連携などを図b、文化
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的な市民の育成をはかった。

1947年（昭和22）５月の町会議員選挙で、文化活動を町政に活かす立場から、

賛同する文化団体の市民たちの運動により、メンバーの深津釣葭（野田醤油労

働組合員)、池松武之亮（医師）が町会議員となり、同年11月に各文化団体の

代表者を集めて「戦後の落ち着かない社会に文化運動を通じて、お互いに知り

合い、灯を点じるために放談の会をもちましょう」と呼びかけて、実質的なス

タートを切った。さらに翌年２月に２人が発起人となり興風図書館の佐藤とも

調整して、起草文には「談林風発、夜の明けるのを知らず」というように勢い

をもって文化人の結束を呼びかけて、３月に野田地方文化団体協議会（以後、

文協と略す）を発足した。会長は池田遷（興風会主事)、副会長は佐藤真（興

風図書館主任)、加盟団体は、野田文学会、野田読書会、野田俳句作家連盟、
ていがい

下総歌話会、｜日式機関車などの文学、丁亥会、彩々会などの美術、野田邦楽会、

鳴子と案山子などの音楽関連など20以上もの団体が加盟した。文協は、文化団

体の連合会として、単なる親睦会を脱却して、市民主導による文化による「ま

ちづくり」を目指した。日本の再建のために、「まちづくり」を基盤にして

「<にづくり」を射程におくものであった。企画は、佐藤、池松と野田読書会

長の市山盛雄らと、事務局は旧式機関車を主宰する小谷津順郎であった。

文協の事務局は、興風会の了承のもとにより興風図書館におかれた。佐藤は、

図書館活動の一方で、市民の文化活動の拠点として、図書館を開放した。事務

室は、さながらサロンの場となり、いつでも文協メンバーの誰かが来て情報交

換をし、会合はしばしば深夜までおよび、職員もそれに付き合ったという(3)。

自営業者は昼間でも時間の融通がつくだろうが、サラリーマンは夜でなければ

会合には参加できない。休日だけでは日数が足りないので、平日の夜はメン

バーたちにとっては大事なひと時であった。公立施設では職員の残業規定や、

夜間10時以降は施設利用が制限され、管理者の都合により、市民活動が制限さ

れがちであるｃしかし、輿風図書館の佐藤らは市民活動を保障していた。これ

も財団当事者の理解と職員の理解によるものであり、「まち」の一員として、

職員も市民も同じ意識を共有していたようである。

まず文協発足直後の３月、國學院大學による古墳や貝塚の発掘調査が行われ

た。それには地元の野田高等学校の生徒や市民も参加した。発掘期間中には図
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書館で文協メンバーたちの座談会などが行われた。それは市民が古代文化に関

心をもつ契機になり、文化団体に連合体としての団結力をもつことになったと

いう(4)。古代遺跡の調査はその後も行われ、同大学の樋口清之は講演や古代住

居の復元などの考証を通じて文協メンバーと交流をはかった。中根八幡前遺跡

の調査で当時同大学生の下津谷達男は、その調査を経験して、後述する野田市

郷土博物館に勤務後、國學院栃木短期大学教授になっていく。また、当時中学

生であった石毛直道は、京都大学に進学して考古学や文化人類学を学び、国立

民族学博物館館長として世界的な食文化の民族学者になった。この発掘が個人

のキャリアデザインの節目になったようである。

そのほかにも文協は多彩な活動を行った。中根八幡前遺跡の調査後に、下総

歌話会が提唱して「葛飾早稲」の万葉歌碑の建設期成同盟を発足して建設した。

また、講演会、座談会、音楽会なども企画・実施した。文協の結成を祝う記念

講演は当時、元第一高等学校長の天野貞祐「文化と教養」をはじめ、その後も

哲学者の谷川徹三、民俗学者の柳田國男、文芸評論家の亀井勝一郎などが来野

している。展覧会は、樋口の監修により「東葛飾地方古代文化展｣、「住居の歴

史展」「食生活展」や、1951年（昭和26）には文協の組織内に「美術鑑賞会」

が発足して会員の愛蔵品の日本画・洋画・刀剣などの展覧会も行われた。ある

いは子どもたちによる作文や図画のコンクールも企画して１２年間にわたり毎年

行われた。これらの大多数は興風会館で行われた。なお、こうした活動は、興

風会や野田醤油の財政や人的な支援に負うところが大きかった。

文協の活動の中で最も注目されるものは、郷土博物館の建設運動である。郷

土博物館は1959年（昭和34）に野田市が設立したが、文協による郷土博物館建

設運動の延長線上に位置づく。運動の開始は1950年（昭和25）９月であった。

当時、古代遺跡の発掘品は図書館で展示公開、収蔵されたが、先述した樋口の

馨咳に接した執行部の会員から博物館をつくろうという機運が盛り上がり、同

年の野田市制施行にあわせて、文協から市長・市議会議長に対して「郷土博物

館建設の陳情書」が提出された。それには樋口による建設の目的、展示内容、

事業、運営法、建設法、費用概算などが詳細に書かれた「博物館構想書」が添

付された。その後も、文協は、樋口の指導をうけて、醗酵科学、人文科学、自

然科学、産業・厚生、博物館建設の専門部会を設けて毎週１回の会合を開いて
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検討を繰り返した。また、資料収集や啓発のために展覧会なども実施したが、

そうした活動は樋口に逐一報告ざれアドバイスを受けるなどして、博物館建設

の実現に向けて準備が進められた。さらに建設資金の大部分を野田醤油が出資

したことが弾みとなり、郷土博物館は野田市が設立して、市の直営となった。

文協の中核的なメンバーたちは、医師、野田醤油の社員や労働組合員、興風

会職員、商店主、画家、教員、タウン誌発行人、会社員、住職、役場職員など

多彩であったが、全ての人たちに共通するのは「文化」を生活の一部にしてい

たことである。中でも俳句や短歌などの文学を嗜む人たちが多かった。職業な

どの障壁を越えて、市民が「まちづくり」の共通認識をもち得た理由として、

個人のもつ文化により価値観を共有して「まちづくり」をしたといえよう。ま

た、その牽引役になった人たちの多くは野田町以外の出身者であった。「まち」

の過去の人的なしがらみに囚われることなく、自由な活動を押し進めることが

できたのだろう。

しかし、文協の発足後３年が経過して、会の自由な雰囲気が損なわれて固定

化する傾向に危機感を抱いたメンバーの市山盛雄は昭和26年４月26日に、「二

六クラブ」を発足させた。設立日から名称を「二六クラブ」と名づけた。これ

はメンバーたちのサロンのような会で、無目的な自由放談の場であった。この

会はメンバーの親睦を図るとともに、文化や「まちづくり」について、それま

で図書館の佐藤の部屋がサロンの場となっていたが、さらに拡大した意見交換

の場として参加者を一般公募している。二六クラブの会長になった小田倉一に

よれば、「文化団体（文協を指す）に関係して以来、つくづく思うのは文化と

いうものが得体の知れない、定義も何も出来ないものだが、関係する人達のも

つ雰囲気の集合によって支えられている。それは危うく支えられている。一朝

間違えばそれは固定し、非文化となるようなものである。それであるから文化

的な良識と、俗悪な良識とが常に撰分されなければならない。文化団体の持つ

べき感覚もそんなところにピントを合わせて行くべきであろうと思っている｣(5)

というように、メンバーたちはコミュニケーションの固定化や形骸化を危倶し

て軌道の修正をはかっている。

こうして市民たちは自らの活動に、やりがいや生きがいを感じながら、実行

する過程を楽しみながら、キャリアデザインしたといえる。しかし、1955年以
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降（昭和30年）から、文協の活動は行政に引き継がれていくことになる。行政

は、博物館のほかに公民館や文化会館などの文化施設を設置するなど「文化行

政の時代」を迎えることになる。興風図書館も1979年（昭和54）に財団法人興

風会から市に移管された。しかし、行政が文化事業を引き継ぐようになると、

市民の主体性は次第に失せていき、行政主導の文化活動に転換して、次第に文

化施設が「箱物」化するようになっていった。

2．NPO法人野田文化広場の設立理由

ＮＰＯ法人野田文化広場を設立した理由は次の通りである。

（１）「まち」の問題の所在

文協による、まちづくりから学ぶ点は多いが、中でも留意すべきことは、

ミッションを明確にしていることである。それは、終戦直後の不安定になった

｢まち」改善するために市民がコミュニケーションをはかり安定化を図ること

であった。

現在の「まち」が抱える大きな問題の一つは中心市街地が沈滞化しているこ

とである。本来商店街は、賑わいがあり、そこを訪れれば、何かとの出会いが

ある。わくわくする空間、癒しの空間、好奇心にみちた空間、チャレンジので

きる場であり、情報発信の場になることであろう。また、人や情報が集まり、

住んで楽しく、誇りが持てて、愛着のある、まちが自分の家のような感覚をも

てればよいと思う。しかし、現在の中心市街地は「ゴーストタウン」化して衰

弱している。商店街と周辺地を活性化させるということは、商店街の利益を確

保するためではなく、そこは野田市の「まち」の基点であり、市民のキャリア

デザインにとってもプラスになる場所であることから、その有効な活用をはか

ることである。

野田商工会議所では、商店街の活性化についての計画書を作成したが、沈滞

化の原因について地元から次のような意見の聞き取りをしている。それによれ

ば、まちが老化現象を起こしている。後継者がサラリーマン化している。後継

者問題以前に経営者が誇りを失っている経営者・商店街まち全体が老齢化して

いる。さまざまなイベントをやって人を集めて終わると何も残らない。商店会
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同士の連携が惑いのではないか。中高年の商店主が多く若者は商店を引き継ぐ

意欲を失ってサラリーマン化している｡夢をもって商売をしている人が少ない、

というものである(6)。ここから理解できることは、「まち」の人たちが「生き

る」活力を沈滞化させているということである。原因としては、次のことが想
定できる。

原因ｌ：商店街のインフラの未整備である。駐車場不在、バリアーフリーで

ない、店構えが古い、商店街の老朽化など。

原因２：商店街の活力がないことである。アイディアの欠如、殿様商売の気

質から脱皮できない、業種ごとに競争力のある商店が少ない、ホスピタリ

ティーの欠如、新規性や魅力ある商店の欠如。商店街の意思統一の欠如、リー

ダーの不在などである。

原因３：文化活動の衰退化である。文協の活動の先細り、博物館の機能不全、

歴史的建造物の保存活用が進まないことなどである。

原因４：生活・社会環境の変化である。交通手段が車社会になり流れが変化

した、郊外に大型店が進出して顧客が流動化した、人口榊成の変化．少子高齢

化、産業構造の変化、消費動向の変化、景気動向の変化などである。

いずれも、その原因としてあげられるが、私の立場からアプローチできるこ

とは、〈原因３〉である。先述した文協は、現在では親睦団体となり、かつて

のような「まちづくり」をしていない。創設期に活蹄した人たちは世代交代を

して、当初のビジョンは継承されずに、また見直されることもなく今日に至っ

ている。博物館は、中心市街地に立地しながらも、財政難による職員定数の削

減や職員の資質の低下などにより機能不全の状況に陥っている。また、歴史的

建造物は、一部は国の登録文化財に指定されＩ舌用が図られているが、面的な広
がりをもち歴史的景観を活かすような取り組みに至っていない。

（２）課題の解決に向けて

ここでは、「まち」の人たちが「生きる」活力を沈滞化させているという問

題を解決するために、〈原因３〉からアプローチする。なお、この問題は、こ

のまま放置しておくと、おそらく中心市街地の商店街は、今進行しているマン

ション建設の増加により、住宅地化して、かつての野田のまちなみや、「まち」
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に息づいてきた生活・文化も失われることが危倶される。

そこで、このアプローチを開始するにあたり、過去の「まちづくり」が途絶

えた理由を押さえておく。文協が当初の役割を終えたのは、その事業を行政が

引き継ぐようになったことであろうｃ博物館、図書館、公民館などの公立施設

では職員を採用して安定的な活動が開始した。会を実質的に主導していた佐藤

が定年退職を迎えて図書館から退くことで､マネジメントをする人材を逸した。

また、図書館を野田市に移管したことで、以前のような自由な活動が制限され

るようにもなった。その後の文協は、これらの弱点を克服してまで活動を継続

する、新しいビジョンを見つけることができなかったといえよう。そこで、課

題の解決手法の確認をする。この課題に適用が可能な手法のリストアップをす

る。

①）歴史的な原点に立ち返り、文協を再発足して、文協方式の「まちづくり」

を再開する。そかし、その弱みは、当時の人たちが生存せず、その手法を

採用しにくい。組織が大きく、ガバナンスが欠如している。親睦会になっ

ている。自主事業は「文化祭」がメイン事業。組織内にモチベーションが

あるとは思えない。特別の強みはなさそうである。

②新しく市民団体を発足して独自の活動を開始する。ＮＰＯ法人か会社など

の法人にして公的な組織にする。その強みは、フレッシュな感覚をもつ。

目的にあった組織づくりができる。自主性が保てる。弱みは、事務所がな

い。経験不足などである。

③官民共同方式により実施する。行政の管理下で市民団体を発足させて、市

民サポーターとして博物館などの支援をする。その強みは、資金確保が安

定的である。他方、弱みは、行政の管理下におかれて自主性が損なわれる

恐れがある。

以上の選択肢の中から、効果・コスト・実務面での可能性、市民の支持など

を検討すると、②が最も現実的で実現妥当な選択肢であるということになる。

３．ＮＰＯ法人野田文化広場の発足と活動

（１）設立の経緯

こうして市民主導により、文化をキーワードにして、市民同士のコミュニ
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表１NPO法人野田文化広場の活動年表

塵llll 
ケーションを促進する、新しい「まちづくり」活動をはじめることになった

(表１）。2004年４月に仮称「考える会」を発足した。メンバーは著者のほかに

市内在住の人たちである。職業は、商工会議所職員、保育園経営者、市役所職

員、主婦、団体職員、税理士、グラフィックデザイナー、個人美術館経営者な

ど10名ほどであった。毎月１回ほどのペースで会合をもち、ミッション、組織

形態、マネジメントなどについて話し合われた。ミッションについては、先述
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した中心市街地の人たちの活力が沈滞化していることを問題として、個人から

各団体間に至るまでお互いの垣根が高くコミュニケーションが進まない現状を

改善するために、「文化」をキーワードにし相互の垣根を低くして自己発見や

刺激しあう関係づくりを目指すことをミッションとした。それを実現するため

には、任意団体の親睦会ではなく公的な組織であるＮＰＯ法人の取得をはかる

ことが決められた。

次に、その人事であるが、理事長としては地元の古刹の金乗院の住職の加藤

純章氏にお願いすることになった。加藤氏は前名古屋大学教授で麗澤大学教授

として仏教哲学を専門とする学者である。会のトップとしては最適の人事と

なった。トップが決まり、副理事長は地元の商工会議所の副会頭で建設会社社

長の山本章裕氏に会の財源確保と商工会との橋渡し役となってもらうことに

なった。また、理事の人選は各方面の市民に依頼して、会のミッションに適す

るように配慮した。「考える会」のメンバーからも理事を出し、新たに企業経

営者、障害者．高齢者福祉の代表者、文協理事長、元博物館長、自然保護団体

会長、興風会館長、高校教師などを人選した。実質的な会の運営は「考える会」

のメンバーが踏襲して実行委員会や企画経営部会で実務を行い、理事会で全体

のコンセンサスや活動の方向づくりなどを協議．決定することにした。また、

こうしたテーマに関心をもつ野田市外在住の学生たちにも参加を呼びかけて、

｢まちづくり」の体験の場としても活用している。

（２）組織と活動の概要

2005年12月現在、正会員30名のうち、理事長１名、副理事長１名、理事１５

名、事務局長１名、監事２名、顧問２名で構成される。一般８名、学生会員11

名、インターンシップ生１名、団体賛助会員（１口10,000円）２８団体より63口、

個人賛助会員（1口3,000円）１１名32口である。2005年度の予算規模は約120万

円。有給スタッフはおらず、全てボランティアにより運営される。事務局は、

当面筆者の自宅におく。

主な活動は、寺子屋講座、マップやニュースレターの発行、市民交流会であ

る。まずは高望みをせずに身の回りのやれることからやろうという姿勢である。

寺子屋講座は2005年４月から開始している（表２)。毎月１回、市民会館を会
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表２寺子屋講座一覧（2005年度）

'2006 
11月

２月-－

3月

場にして開催する。市民会館は、江戸時代から醤油醸造家の旧茂木佐平治邸で、

国の登録文化財に指定されている。各部屋に分かれて、「まちの仕事人講話｣、

｢芸道文化講座｣、「親子体験実習」をそれぞれ同時進行する。「まちの仕事人」

は仕事の技や人生を語ってもらい、「芸道文化」は多彩な芸道を紹介してもら

い、「親子体験」は子どもを対象にした講座である。講師の一方的な語りで終

まちの仕事人翫潴 芸道文化駈震 親子体験実習
2005 

4月
0,億つ三ダイちゃんと歩いた４０年

＝巳のスニーカー人生
塾■幸

出野元山さん

郷土人形の逐力
熟いⅢいをlliる
毎土人形コレヶター

在梨東道さん

古代のアクセサリーをつくろう
60分で作る｢マイ勾玉」

考古学■

金山善昭さん

5月 Ｗ汐Ｏ■ＢＴ刀．＝Ｆ￣f戸刀几“Ｐ■､出凸ゼグロＰ■

陸(おか)の上で魁を短u合う
冗囚の科牟竝虹且

井上麓志さん

俳句を作ろう
今日からあなたも俳人に

俳人

津々東朋世さん

楽しいスケッチ
身近な物を描いてみよう

グうフィッケデザイナー

本橋尚徳さん

6月 私のキャリアデザイン

座故大ヨビキヤリアデザイン宇部欝曲製

金山善昭さん

野田と文学
.,のだ町粘鷹リもまじえて

■人

中村属一郎さん

スーパー紙とんぼを飛ばそう

｢スーjl-Hとんぼの★｣代且

伍形武久さん

7月 樹木と晒ろう、自然と人間
～縁が面<､緑が笑う～

街■

佐藤要助さん

歌こそ、わが人生の友
～昭和という時代が生み出した文化甜座～

こ■更■宜宝

須田敏男さん

－－丁畔ＬｐＨＵグー口座Ｕ‐弓、ＤＪ教６

山中■油を吸う合生■

秋葉啓子さん

8月 樽職人の知画と技

何■人

玉ﾉ弁芳雄さん

みんなの座禅
～スローライフのすすめ～
凸⑤鈎仕■･匹○士宇竺授

加繭顛軍さん

】唖団折りに銚戦！
～一枚の紙から敗羽の■をつくる～

Ui■名人

林文夫さん

9月 クラシックバレエに魅せられて

益、守宜,《レエス“』オ主申

超膳充恵さん

奥国の文化を知ろう
－古河■～

洩政大牢■且日沈■

貧血義さん

海と船の話
～ﾄﾏﾄが浮いて.ジャガイモは…なぜ？～

側の科創MHボラ:グテイア

井上武志さん

10月 気軽にワインを楽しむ方法

ワインアドバイザー

侍山弘さん

世阿弥の生涯と罷楽
～小股｢由兒の何』を上梓して～

作広

森本房子さん

楽しい絵手紙
～鉱でも簡単．やさしい描き方～

グラフィックデザイナー

本栂間笹さん

11月 商店街の活性化とまちづくりの抱負

抹戊会社千代古代型中等８h.虫らづくり■■公金長

茂木弘良さん

野田の仲間たち
～泄和亭という明雄田空I=ついて～

ニューヨーケ大学大学晩生･文、L街大牢■且研究且

ロジーナパックランドさん

ペーパーグライダー教室

野田スカイスポーツ＝■￣▲昼

石jⅡ誰浴さん

12月 ｍＴＴ訳J払巴ＵコニｒＵで“ｎｍ夕囮匹グBもび゛1ケ、＝ＬグーＯｕグ５二刀「

丹行■究后温岱固旬役頂碕艮

里見親幸さん

野田の斯古学ことはじめ

回国坊方虫矼正合介岳

下津谷達男さん

勾玉づくりパート２

金山善昭さん

2006 

1月
文化財を直す

宣す、古亡■、仰存修復佳俘

林煥盛さん

日本輝踊と私､そして母

■間註竺■①⑥＊

画間勘美資さん

関宿の古いお賭しをIHIこうよ

■■日ぱなしの斑りぺ

三帖田良子さん

2月 五感で感じる

(有沮月鰹暁の■千転入

小沢真也さん

日本酒文化について

干穿且⑥写四分戸写？陵ａ酌

白井一道さん

押し花で遊ぼう
～葉っぱで作る動物～
押花アトリエプテ゜ブルール

小林敏子さん

3月 身体に優しい丑の話
～イグサで作ろうコースター～

史田晏白馬＊

成田iFI知雄さん

野田の１日い町並み散策
～野田の原田品をガイ１句rる～

むら白白d､■郵回ガイドの公公民

染谷蔵さん

木で火が起きる！？

日巴竃河士■学生一三二

宮内友行さん
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わらずに、参加者も自己紹介や感想を述べることでコミュニケーションの活性

化をはかっている。「親子体験」では子どもや親以外にも、理事が主宰する障

害者団体から知的障害者が参加して、健常者とのコミュニケーションの場と

なっている。

マップづくりは、「まち」の文化の棚卸し作業となる。正会員は野田市在住

でも地域の文化財を知らないことが多く、学生会員は全て市外在住者であるこ

とから、作業を通して地域を理解するよい機会になっている。完成版は「野田

散策ＭＡＰたてもの編」として、2005年８月に千葉県で行われた全国高等学校

総合体育祭において野田市でバトミントン競技が行われた際に、来野した全国

の高校生たちに配布した。ニュースレターは、会の活動記録とともに広報紙と

してこれまでに２号を発行した。市民交流会は、2005年９月の中秋の名月にあ

わせて、観月会を開催した。それまでの寺子屋講座の講師や参加者に呼びかけ

て、当会と関わりをもつ人や、その知り合いの人たち約90名が参加してコミュ

ニケーションがはかられている。

４．メンバーの意識調査

2005年５月29日に、正会員と学生会員を対象にして、メンバー間のコミュニ

ケーションの状況や、本会の活動がメンバーの生き方や生活に及ぼす影響など

を知るためにアンケート調査を行った。調査は、本会が発足した2005年１月３０

日から４ケ月しか経過していないが、「考える会」を開始してから１年１ヶ月

になる。メンバーの在任期間や、活動に対するコミットの度合いは異なるが、

ここでは設立当初のメンバーの意識を知ることを目的にした。以後の定点観測

をする上で、最初の段階になる。調査対象者は、筆者を除く４２人であり、その

うち34人から回答を得た。分析は、質的データの単純クロス表による。

設問は大別して７つであり、それぞれを５段階（大いに思う。少し思う．分

からない．あまり思わない・全く思わない）で評価する。

１）本会の活動のミッションを理解しているか。

２）会員への連絡が円滑に機能しているか。

３）本会の活動に参加して楽しいと思うか。

４）本会の活動にやりがいを感じるか。

Hosei University Repository



まちづくりと市民のキャリアデザイン（１）２４９

５）本会の活動に貢献していると思うか｡

６）会員間のコミュニケーションが円滑だと思うか。

７）本会の活動に参加して、自己の生活や生き方にプラスになっているか。

アンケートの結果は、まず準備段階の「考える会」から参加したメンバーた

ちと、野田文化広場を設立する段階で本会に参加するようになったメンバーた

ちに大別する。ここでは便宜的に前者を「Ａ集団｣、後者を「Ｂ集団」とする。

Ａ集団のメンバーは、私をはじめとする、旧山中直治研究会のメンバーで

あった人たちが核となり、それぞれの人間関係で適当な人たちにも加入を促し

た。グラフィックデザイナー、市役所職員、商工会議所職員、税理士、保育園

経営者、高校教員、高校生、大学生、大学院生など27名である．学生たちの大

半は私が誘引した。ここでは、先述したように現状の中心市街地の課題や、そ

の解決のために「文化」をキーワードにして「まちづくり」をはかることを確

認した。また博物館や歴史的建造物である野田市が管理する市民会館（１日茂木

佐平治邸）の有効活用の必要性も話し合われ、将来的には、それら文化施設の

指定管理者としての運営も射程にいれることも確認された。その後、ＮＰＯ法

人化についての学習や、マネジメントの準備作業をしながら、マップづくりの

ために市内調査も実施して、野田文化広場の設立準備を進めた。本会の設立後

は、全員が正会員となり、そのうち一部のメンバーは理事になる。学生は学生

会員となる。またメンバーは全て実行委員会に所属して、会を実質的に運営す

る立場の一員となる｡27人のメンバーのうち１９人からアンケートを回収したが、

そのうち半年以上にわたり本会に参加しているメンバーは15人である。

Ｂ集団は、先述したように、会の財政基盤を強固にしたり、ネットワークを

構築する上で必要とされる市内在住の有識者である。この集団の構成は、Ａ集

団の合議で候補者を出して、私が個別に説明して本会への参加を了承していた

だいた人たちである。会社経営者、元博物館長、元学校長、障害者福祉団体長、

文協理事長、主婦、輿風会館館長、元山中直治研究会副会長、元中学校音楽教

師などや、市民会館の元所有者の茂木佐平治氏が顧問となる。これらの人たち

は、理事長、副理事長、理事、監査、顧問というように大多数が理事会の櫛成

メンバーである。１６人のうち15人からアンケートを回収した。この集団が、そ

れまでに一堂に集ったのは設立総会（2005年１月30日）と、アンケート調査日
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の2005年度総会（５月29日）の２回のみであった。

なお、事務局からメンバー全員への情報伝達は、「考える会」の発足後から

行われている。その手段は、メーリングリストや、郵便、電話、口答であるが、

メーリングリストでは、情報伝達、意見交換、業務連絡などを日常的に行って

いる。メーリングリストに未登録のメンバーには郵送で対応している。

（１）ミッションの確認

Ａ集団（１５人）とＢ集団（15人）は、共に本会の設立の趣旨について全貝ほ

ぼ理解している。Ａ集団（15人）は「大いに理解している」７人、「少し理解

している」８人である。Ｂ集団（１５人）は「大いに理解している」３人、「少

し理解している」12人である。Ａ集団の方が、「大いに理解している」とする

人が半数であるが、Ｂ集団では大部分の人が「少し理解している」に留まる。

それは、Ａ集団では、発会の準備を進めてきたが、当然そこでは会のミッショ

ンについて話し合いが行われてきた。しかし、Ｂ集団には、こちらがお膳立て

した上に乗っていただく形となったことから、ミッションの理解が十分徹底し

ていないことを示している。

本会に参加して「やりがい」や「楽しさ」を感じるかとの設問については、

両集団とも「大いにやりがいを感じる」「少し感じる」が半数ずつとなってい

る。Ａ集団（15人）は「大いにやりがいを感じる」９人、「少し感じる」６人

である。Ｂ集団（15人）は「大いにやりがいを感じる」６人、「少し感じる」

６人、「不明」３人である。Ａ集団は、準備作業を通じて、共につくりあげて

いく過程を経験したことから理解できる。しかし、Ｂ集団でも「やりがい」や

｢楽しさ」を感じる人が多いのはどういう理由なのだろうか。それは、自由記

載から該当する部分を引用すると、「(地域には）文化・生涯学習・ボランティ

ア等種々の活動が盛んです。それらの活動の目的は大いにダブっていますが、

これらを線にして、面にして、リーダーを含めて総合力を発揮すべ〈、何らか

の方法（手段）がほしい」というように、会の抱負を語り自らも参加して改革

していくことに「やりがい」を感じているようである。または、「障害をもつ

子供たちも一緒に参加させていただき、楽しい経験をつんだり、この街で知り

合えることは大きな意味をもつと思う」というように、寺子屋講座での参加経
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験から「楽しさ」を感じていることが分かる。

（２）メンバーの生活や生き方への影響

次に、本会の活動はメンバーの生活や生き方に影響を及ぼしているのだろう

か。そうだとしたら、具体的にどのようなことなのだろうか。キャリア形成に

プラスとなっているかについて、Ａ集団は「大いに思う」７人、「少し思う」

５人、「不明」３人であるが、Ｂ集団では「大いに思う」３人、「少し思う」８

人、「不明」３人、「あまり思わない」1人である。Ａ集団の方が、キャリア形

成にプラスに働いていることが分かる。

とはいっても、経験が半年以下のメンバーを加えたＡ集団と、Ｂ集団を合わ

せた全員34人について、キャリア形成と「やりがい」を共に感じる人は34人

中24人となっている。それは、キャリア形成と「楽しさ」の関係でも同じこと

がいえる。つまり、ほぼ３人中２人は、多少なりとも本会に参加することで、

自らの生活や生き方に影響を受けていることが分かる（なお、残り３分１の人

たちの多くは、会合や寺子屋講座などへの参加率が低い人たちである)。それ

は具体的にどのような影響をおよぼしているのであろうか。Ａ集団の人たちの

自由記述によれば次のとおりである。

「色々な人と知り合え（自分のジャンルと違う）、考え方や物事の捉え方で新

しい発見がある。身近な人が改めてすごいと思った。挨拶程度の関係だった人

が仲間だと思えるようになった。自分が進化しているような気がする」（正会

員）

「ビジネスと地域社会の接点になっている」（正会員）

「(本会と同じく）自分の職業も人をまたは人とのつながりを作る仕事である

と思っているので縁の下の力持ち的役割をしていくことが勉強になっていま

す｡」

「いろいろな世代、職業の人と交流できること」（正会員）

「(この会の活動を通して）自分が得ることのできる自信などが自分にとって

の何よりのプラスであり、私の生き方そのものです」（大学院生）

「新しい活動に参加し、未知の領域に少しずつ入っていけるのが楽しいです。

文化について学ぶ機会が増えたことによって、仕事について新しい見方ができ
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るようになったと思います」（大学院生）

「学校や仕事（アルバイトなど）とは異なる場で明確な目標をもって活動す

る、あるいはそういう方々と出会うことで自分の生活や生き方の幅が広がった

ような気がします。自分の生活の中で、家族としての自分や学生としての自分

以外に、どんな自分でありえるのか、どんな自分でありたいのかを考える上で

もとても貴重な体験になっていると思います」（大学院生）

「活動することにより、普段の生活の中での視点が変わり、新しい発見や気

づきが増えた。自分が居住する以外の地域と関わる事の楽しさを知れた」（大

学生）

「子供や年配の方々が楽しそうに（寺子屋）講座に参加しているのを見ると、

とても嬉しくなる」（大学生）

「マップづくりを通じで野田の歴史や文化、土地柄を知ることができ、野田

の良さを感じるようになった。また目上の人たちと話すことにより、自分の視

野の狭さや人生観を学び、皆さんの野田に対する思いを再認識した」（高校生）

以上のように、地域での新しい人間関係が形成される、「まち」の歴史や文

化を知り、その良さを発見する喜び、自己発見する機会になる、奉仕する喜び、

自分の職業に活用できるなどのように、個人の生き方や生活に影響を及ぼして

いることが分かる。

また、Ｂ集団の人たちは次の通りである。

「自分の生活がより自覚的に考えられるようになった」

「自分より若い世代の人達が活動している様子を（メーリングリスト上）

メールを通して伝わってきます｡活動している様子自体が自分にも刺激になる」

「今まで漠然と考えてきた自分の生き方が系統的（？）具体的な姿で、目の

前に見えてきたような気がします」

「福祉の活動は自ら求めなければ限られた枠の中で、限られた人たちで終

わってしまいがちです。色々な機会を大切に、そして様々な人たちとの出会い

を心の栄養にして、自分自身をスキルアップさせて戴いていると感じています」

「野田市に生まれ野田を愛する住民として、野田の文化に関わり、多くの人

とその文化を共有できる事は大変嬉しいと思います」

以上のように、個人の内面的な生き方を自覚したり、新しいコミュニケー
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ションの回路が出来たことについての喜び、やりがいなどを感じている。

（３）課題

他方では、メンバー間のコミュニケーションが不足していることが浮き彫り

になった。

半年以上の経験をもつＡ集団でも、コミュニケーションがとれているかとい

う設問について、「大いに思う」２人、「少し思う」６人、「不明」６人、「あま

り思わない」1人である。コミュニケーションが多少とれていると思う人は半

数ほどである。

Ｂ集団では、「大いに思う」０人、「少し思う」８人、「不明」５人、「あまり

思わない」１人、「全く思わない」１人である。このうち、「あまり思わない」

と「全く思わない」の２人は新規に加入した人たちである。やはり、ここでも

コミュニケーション不足が目立つ。

以上のことから、メンバーにとって本会活動の質をさらに高めてゆくために

は、メンバー間のコミュニケーション不足を解消することが課題となる。アン

ケート調査をした2005年５月の時点までは、事務局からの情報伝達の円滑化に

重点をおいていたため、メンバー間の意思疎通については意図的な方策をとら

なかった。情報伝達がスムーズであるかという設問については、Ａ・Ｂ両集団

34人のうち、「大いに思う」１７人、「少し思う」11人、「不明」４人、「あまり思

わない」２人となっているように、充実化がはかられている。先述した「やり

がい」「楽しさ」「キャリア形成」に半数以上の人たちが意味を見出しているの

は、情報伝達をこまめに行って風通しの良さをはかっていることによると思わ

れる。さらにコミュニケーションの促進を図れば、それらの割合がさらに高く

なることが予想される。

また、本会への貢献度についても課題が残る。Ａ集団は、実行する人たちで

あるが、本会の活動に対する貢献度の自覚がやや低い。本会の活動に貢献して

いるかとの設問について、「大いに思う」0人、「少し思う」９人、「不明」５

人、「あまり思わない」1人となっている。しかし、私から見て明らかに貢献

度が高い人でも「不明」にしているので、一概にいえないが、ここでは「大い

に思う」人が不在であることが課題となる。Ｂ集団でも、「大いに思う」0人、
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｢少し思う」７人、「不明」４人、「あまり思わない」２人、「全く思わない」1

人となる。やはり傾向は同じである。貢献度を高めてゆくことが出来れば、

｢やりがい」「楽しさ」「キャリア形成」をさらにプラスにもってゆくことにつ

ながるかもしれない。メンバー間のコミュニケーションの不足と、会への貢献

度の不十分さとは相関があるかもしれない。それらの改善策として、アンケー

ト調査後から次のような事業を実施している。

研修会の実施：2005年10月５日、東京・谷中芸工展の見学会（参加者３人)、

11月23日、野田市内の建物見学会（参加者11人)。

観月会の実施：2005年９月l8H･本会のメンバーと、それまでの寺子屋講

座の参加者や、その知人・友人を誘い懇親の場とする。しかし、Ａ集団である

実行委員会のメンバーが準備してもてなすことに重きがおかれ、Ｂ集団は来賓

的な扱いになり、相互のコミュニケーションを図ることができなかった。

ニュースレターの発行：会員相互の情報の共有化をはかると共に、対外的に

本会の広報資料とする。

寺子屋講座への参加：ノルマ制（年２回以上)。これまでにＢ集団の人たち

には、理事会を欠席し、寺子屋講座に一度も来ない人がいる。本会の活動に参

加しなければ、当然インセンティブが低下するので、最低２回以上は寺子屋講

座に参加していただくことにした。返信はがきに出欠予定を記入してもらい事

務局で管理して、その出欠予定状況をメンバー内で公開する。

５．結語

かつて野田では、市民主導の文化による「まちづくり」が活発であった。そ

こには戦前からの文化的な風土のもとに、池松や深津などのような牽引役とな

るリーダーがいた。また、野田醤油による経済的な繁栄を背景に、外部から招

聰されて文化人たちも集まっていた。彼らは、自由放談の雰囲気を大事にして、

文化をキーワードにして、「まち」の再生をはかった。そこに集った市民たち

は、多彩な職業の人たちからなり、野田醤油や財団法人興風会は、そうした活

動を支援した。

ＮＰＯ法人野田文化広場の設立は、過去のこうした動きと決して無関係では

ない。筆者は、当時の文協の中核的メンバーであった、池松や佐藤らの磐咳に
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接したし、メンバーの中にも当時若手として活躍していた中村藤一郎氏などが

いる。野田に在住して22年になるが、いつのまにかそういう人たちの影響を受

けてきたのだと思う。

ＮＰＯ法人野田文化広場は、かつての文協のような大規模な「まちづくり」

はできそうもない。しかし、まずは現在の組織や運営の中で、中心市街地の活

性化のために市民のコミュニケーションの促進を図ることをミッションにし

て、寺子屋講座、マップづくり、観月会などの事業のように、身近なできると

ころから「まちづくり」に着手している。

その結果として、本会の活動は、メンバーの生活や生き方に影響を及ぼして

いることが判明した。それはミッションの共有を前提にして、「やりがい」「楽

しさ」を感じる。さらに個人の内面的な生き方について自覚するようになり、

地域での新しい人間関係が形成される喜び、「まち」の歴史や文化を知りその

良さを発見する、奉仕する喜び、自分の職業に活用できるなどのような感想に

示されている。その人のキャリアや本会での立場やコミットのあり方などに

よって多様であるが、それは「まちづくり」が個人のキャリア形成に及ぼす影

響の特`性といえるかもしれない。

今後は、不足しているメンバー間のコミュニケーションの促進や、本会に対

する貢献度を高めてゆく対策をとることにより、さらにメンバーのキャリア形

成にプラスにもってゆくことが期待できる。

さらに、今回の考察の中から得られた、「まちづくり」に普遍化できると思

われることをあげるならば、「まち」の人たちのコミュニケーションの促進を

はかるためには、まずメンバー間のコミュニケーションが前提となることを確

認することができた。現状のように、拠点場所がない条件下では、メンバー間

のコミュニケーションを図ることは容易ではない。寺子屋講座や理事会、各種

委員会などの会合だけでは､コミュニケーションを充分とることがむずかしい。

文協の場合には興風図書館の佐藤の部屋が日常的なサロンの場になり、メン

バーたちが自由に出入りする環境が整っていたことが幸いしていた。しかし、

不利な条件でも､知恵を出してこの課題の解決には取り組むことが必要である。

一方では、本会が設立（準備段階から）してから約１年１０ケ月の期間（2006

年１月現在）に、実行委員会や理事会のメンバーの中から、それぞれ核になる
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人たちが自然に選抜されるようになってきた。アンケート調査以降も、会議や

事業への参加率が高く、つまりコミットの度合いの高い人たちである。その人

たちを核にして、他のメンバーに影響を与えていき、さらに「まち」の人たち

の協力や、共同事業などを継続しながら、少しずつコミュニケーションの範囲

を拡大することができるだろう。メンバー全員のキャリア形成の底上げを図る

一方で、能動的なメンバーにより「まちづくり」の成果をあげていく。両者の

バランス感覚を保ちながら運営することも今後の課題である。

［註］

111村明1999.5『まちづくりの実践』岩波新書、p32

11H和25年に周辺の３村（旭村、梅郷村、七福村）と合併する以前。

田中則雄・中村藤一郎・下津谷達男・小鷲てる.金山喜昭1999「(座談会）

野田の人たちによる文化活動を語る」「野田文化の芽ばえ－明治から昭和

中期の社会教育史一」野lIl市郷土博物館、ｐ61-77）

池松武之亮１９７８「(座談会）文協30年の歩みと今後の展望」「文協創立３０

周年記念誌ｊ野田地方文化団体協議会、Ｐｌ３

小田倉-1953「二六クラブのこと」「野田地方文化団体協議会回顧録」野

田地方文化団体協議会、Ｐ５

野田商工会議所1993.31｢商店街等活性化実施計画策定事業報告書」ｐ7９

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 
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MzchiZ"ｋ"がandtheCitizelfsCareers：TheMembers

ofNodaCultureSquare 

YoshiakiKANAYAMA 

MpchjZZJk”i(Iiterally,“townconstruction,，)isthebuildingofacityfOrand 

bythｅｃｉｔｉｚｅｎｓｗｈｏｗｏｕｌｄｌｉｋｅｔｈｅｔｏｗｎｔｏbebetterthanbefOreIthas 

oftenbｅｅｎｕｓｅｄｔｏｓｏｌｖｅｔｈｅｐｒｏｂｌｅｍｓｏｆａｔown､InNodaatowninChiba 

prefecture,ｐｅｏｐｌｅｕｓｅｄｎｏｔｔｏｈａｖｅａｎｙｌｉｖｉｎｇｅｎergy`andthestreetswere 

lonelyandpoor・ImprovingthemwasnecessaryfOrpeopletocommunicate

witheachomer・

MycolleaguesandIestablishedNodaCultureSquareinJanuary2005to 

solvethisproblem;ｉｎＭａｙ２００５､itbecameaNon-ProfitOrganizationofthe 

prefecturewith30regularmembersandllstudentmembers,ithaslectures 

calledn2mkQ)'α(anoldtermmeaningaschoolrunbyatemple);ｗｏｒｋｅｒｓｔａｌｋ 

ａｂｏｕｔｔｈｅｉｒｃａｒｅｅｒｓａｎdskills，persons，ｗｈｏｌｅａｒｎｔｏｃｏｍｐｏｓｅ 

ａｃｃｏｍｐｌｉｓｈｍｅｎｔｓ，ｔａｌｋａｂｏｕｌｔｈｅｉｒｓ，hands-onlearningisprovidedfor 

childrenandtheirparents・Ａｎｄｗｅｍａｄｅａｍａｐｗｈｉｃｈｓｈｏｗｓｂｕｉｌｄｉｎｇｓｉｎ

ｔｈｅｏｌｄｔｏｗｎ・Ａｐａｒｔｙｈｅｌｄｏｎｔhedayoftheharvestmoongatheredabout

90people・

Themembershavefeltsomethingcomealivefromtheseactivities,having 

amissionincommon、Ｔｈｉｓwasshownbyaquestionnairesurvey・Ｏｎｔｈｅ

ｏｔｈｅｒｈａｎｄｌｆＯｕｎｄｔｈａｔｗｅｈａｄｎotbeencommunicatingwitheachothｅｒａｓ 

ｗｅｌｌａｓｗｅｗｏｕｌｄｈａｖｅｌｉｋｅｄＡｎｄａｌｏｔｏｆｍｅmbersfeltasiftheyweren､t 

contributingtotheactivitiesofNodaCultureSquare・

Ｉｔｈｉｎｋｉｔｉｓｎｅｃｅｓｓａｒｙｂｒｌｈｅｍｔｏｃｏmmunicatewithothermembersand 

contributetotheactivitiesins()ｍｅway:arrangingpartiesamongmembers・

urglngpeopletojoin7bmkowJ,etc､PerhapstheywouldbebetteroffButiｆ 
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theydonItliketojoinin,IcouldnotfOrcethemtodoso、

ＩｎＭＪｃ/ZjzlMc"〃,Ihavefbundthatcommunicatingwitｈｍｅｍｂｅｒｓｉｓｂａｓｅｄ

ｏｎｈｏｗｗｅｒｅａＩｉｚｅthemissionatthefirststage､Anditisimportantfbrthem 

toimprovetheirlifethroughMacﾉljZJMm〃．

ScriptsandThinkinginAncientMesopotamia 

EｉｋｏＭＡＴＳＵＳｍＭＡ 

TodayinJapan､weusethreedifferenttypesofscript､Firstka"α(hjmga"ａ 

ａｎｄＡｑ〔αkα'､),phonetic-syllabicscripts,secondkanji･usedasideographsand

logographs,andlastlytheEuropeanalphabetwhichisphonemicinoriginIn 

ourdailylife，weswitchamongthesescriptsaccordingtocircumstances， 

unconsciouslydiscerningwhichisappropriate・

InAncientMesopotamia，whereｔｈｅoldestscriptintheworldwasborn， 

thesituationwasrathersimilartothatinJapantoday・ＴｈｅＳｕｍｅｒｉａｎｐｅｏｐｌｅ

ｗｈｏｈａｄｉｎｖｅｎｔｅｄａｎｉｄｅｏｇｒａｐｈｉｃｓｙｓｔｅｍｉｎｏｒｄｅｒｔｏｒepresenttheir 

language,movedtothesecondstageofscript，namelythephonemicThey 

alreadyusedakindofdoublesystemofwriting・SpeakersoftheAkkadian

languagelaterbecamepreponderant，andborrowedtheSumerianwriting 

systemfortheirown1anguage、Ａｓａｒｕｌｅｔｈｅｙｕｓｅｄｐｈｏｎｏｇｒａｐｈｙ・but

eventuallyemployedideography・Ｔｈｉｓｉｓｔｈｅｍａｉｎ（eatureoftheircuneifOrm

writingsystem、Thus・thescribesusedphonogramsandideｏｇｒａｍｓａｔｔｈｅ

ｓａｍｅｔｉｍｅａｃｃｏｒｄｉｎｇｔｏtraditionandcircumstances・

Bornasapictogram，lateranideogram，onecuneiformcharacterwas 

identifiedwithoneobjecLThusacharactercouldhaveakindofsubstance・

Ｔｈｅｎａｍeoftheobjectinquestionwasalsoidentifiedinthecharacter,ａｎｄ 

thuscouldhaveakindofsubstance・SomeMesopotamianscholarstook
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